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福 岡 国 税 局
間税会連合会
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承天禅寺の三基の石碑（福岡県福岡市）
　仁治 2年（1241 年）中国の宋より帰国した聖一国師は、羹、饅、麺の製法とともに、製粉技術も日本に持ち帰り
ました。羹は羊羹、饅は饅頭、麺は饂飩・蕎麦等を指します。おかげで、博多は日本における饂飩発祥の地と言わ
れております。また、饅頭の製法を教え、「御饅頭所」の看板（東京の「虎屋」所蔵）をかきました。また、満田彌
三右衛門は聖一国師とともに中国に渡り、織物・じゃこう・素麺・箔・朱の製法を日本に持ち帰り、現在の「博多織」
のもととなりました。

写真提供：博多間税会
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平成30年の「税の標語」を募集します平成30年の「税の標語」を募集します

内容
税（消費税に限定しません。）に関するものでしたら、形式、内容は自由です。（形式は、
俳句・川柳調の５・７・５にこだわることなく自由で、短歌調のように長くなっても
差し支えありません。）
ただし、未発表のものに限ります。また、過去の入賞作品と同じか著しく類似してい
るものは、入賞作品として採用されません。

応募
要領

○対 象 者…間税会員、非会員を問いません。

○応募方法…「郵便」か「FAX」又は「全間連インターネット・ホームページ」により、住所、
氏名、所属団体名（会員の方）、連絡先電話番号を明記して応募して下さい。
なお、応募は、全国間税会総連合会に対して直接行っても差し支えあり
ませんが、できるだけ応募者の地元の間税会を通して行うこととして下
さい。

　　　　　　おって、「郵便」及び「FAX」の場合、判読できるよう明瞭な記載をお願
いいたします。

　　　　　　※「税の標語」の募集は、国税庁及び一般財団法人　大蔵財務協会の後援
を受けています。

○応募期限…平成30年９月10日（月）まで

応募先
①　応募者の地元の間税会
②　〒105-0003　東京都港区西新橋 3-23-6　白川ビル３F
　　全国間税会総連合会事務局
　　・ホームページアドレス　http://www.kanzeikai.jp
　　・FAX　03-3437-0301

入賞
作品

最優秀作品、優秀作品、佳作作品などの入賞作品については、入賞者に賞状と記念品
を贈呈します。

「税の標語」の活用…応募された作品は、全間連（傘下間税会を含む）の広報活動に利
用する場合があり、その場合には、氏名、住所（市・区又は学校名）
を掲載することがありますので、その点をご理解の上応募して下
さい。
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福岡局間連女性部研修会華やかに開催

新春記念講演会を開催

　主　催：福岡国税局間税会連合会女性部
　日　時：平成30年1月25日（木）
　場　所：PJワインセラー　イベントホール

　福岡国税局間税会連合会女性部（滝山真弓部長）は、1 月 25 日（木）
北九州市小倉北区の PJ ワインセラーイベントホールで研修会を開催
した。
　会場は関門海峡を望む絶景の地で、元小倉間税会会長 林史郎氏のご
好意により、自社内ホールの提供を受け、ゆったりとした雰囲気の中
3 部編成の研修会は始まった。

第１部　15：00 〜 16：00　『軽減税率と税務行政の現状』
講師：福岡国税局 消費税課長　植松 浩行様

第２部　16：00 〜 17：00　『ワインの話』
講師：福岡国税局 酒税課長　　尾花 孝志様

第３部　17：00 〜 19：00　懇親会
　研修では、豊富な資料の提供を受け、軽妙なウイットに富んだ説明
と各種テストを盛り込んだ内容で、参加者にとって、楽しく税の知識
を習得でき大変有意義な研修会であったと大好評でした。また、その
後の懇親会も時間を忘れるほどの盛り上がりとなり交流を深めました。

福岡間税会
　福岡間税会（林孝行会長）は
1 月 25 日（木）、福岡市中央区
の天神スカイホールで新春記念
講演会を開催した。役員や会員、
来賓として福岡税務署の池田政
彦署長ら幹部など 65 人が参加

した。
　講師は壱岐市立一支国博物館の須藤資隆館長で、「作家・司馬遼太
郎の壱岐～日本遺産の島～」と題して講演した。
　須藤氏は、司馬遼太郎氏が紀行集「街道をゆく」シリーズの取材で
壱岐島を訪れた際、一緒に島の各所を案内して回ったエピソードを披
露。当時の思い出を振り返りながら、弥生時代の環濠集落で国の指定
特別史跡となっている「原の辻遺跡」や古墳時代の「壱岐古墳群」な
どについて解説するとともに、「日本遺産の島」としての歴史と魅力
を紹介した。

活動報告・新着情報

研修会の様子

懇親会の様子
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